
 

 

物  質  名 メチル-1,3-フェニレン=ジイソシアナート ＤＢ－48 

別  名 
m-トリレンジイソシアナート、ト

ルエンジイソシアネート、TDI 

構 造 式 

 
2,4-体                 2,6-体 

CAS 番号 26471-62-5 

PRTR 番号 第 1 種 298 

化審法番号 3-2214 

分子式 C9H6N2O2 分子量 174.16 

沸点 251℃1)
 融点 20℃1)

 

蒸気圧 2.3×10
-2 

mmHg (25℃、実測値) 
2)

 換算係数 1 ppm = 7.12 mg/m
3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） 3.74（推定値）3)
 水溶性 3.76×10 mg/L（25℃、推定値）4)

 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 経口 LD50 1,950 mg/kg
 5)

  

 ラット 経口 LD50 4,130 mg/kg
 5)

  

 ラット 吸入 LCL0 600 ppm（4,272 mg/m
3 
)(6hr) 

5)
  

 マウス 吸入 LC50 9.7 ppm（69 mg/m
3 
)(4hr) 

5)
  

 

中 ・ 長 期 毒 性 

・ラットに 0、30、100、300 mg/kg/day を 28 日間強制経口投与した結果、30 mg/kg/day 以上の

群の雌及び 100 mg/kg/day 以上の群の雄で気管支上皮の再生像及び線毛消失、30 、100 

mg/kg/day 群の雌及び 300 mg/kg/day 群の雄で気管支肺炎、100 mg/kg/day 以上の群の雄で体重

増加の抑制、血清中の総タンパク質値の低下、ALT 値の上昇、300 mg/kg/day 群の雌雄で胃の

肥厚、脾臓の色素沈着、雄で総コレステロール値の上昇、脾臓重量の増加を認めた 6)。この

結果から、LOAEL を 30 mg/kg/day とする。 

・ラットの雄には 0、23、49 mg/kg/day、雌には 0、49、108 mg/kg/day を 106 週間（5 日/週）強

制経口投与した結果、23 mg/kg/day 以上の群の雄及び 49 mg/kg/day 以上の群の雌で体重増加

の抑制、生存率の低下を認め、また、23 mg/kg/day 以上の群の雄及び 49 mg/kg/day 以上の群

の雌で急性気管支肺炎の増加がみられた 7)。この結果から、LOAEL を 23 mg/kg/day（ばく露

状況で補正：16 mg/kg/day）とする。 

・ラットに 0、0.05、0.15 ppm を 2 年間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、0.05 ppm 以上の

群の雌及び 0.15 ppm 群の雄で上皮萎縮、化生等を伴う慢性または壊死性の鼻炎の発生率の増

加を認め、雌では 0.05 ppm 以上の群で濃度に依存した発生率の増加、程度の重症化がみられ

た 8, 9)。この結果から、LOAEL を 0.05 ppm（ばく露状況で補正：0.0018 ppm (0.013 mg/m
3
)）

とする。 

・マウスに 0、0.05、0.15 ppm を 2 年間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、0.05 ppm 以上の

群で濃度に依存した慢性または壊死性の鼻炎の発生率の増加、程度の重症化がみられたとの

報告 8)があるが、詳細は不明である 10)。 

 

 



 

生 殖・発 生 毒 性 

・ラットに 0、0.021、0.12、0.48 ppm を妊娠 6 日から 15 日（6 時間/日）まで吸入させた結果、

0.48 ppm 群で体重増加の抑制を認めた。胎仔では 0.48 ppm 群で頚椎の骨化遅延の発生率の増

加を認めた 11)。この結果から、母ラット及び胎仔の NOAEL を 0.12 ppm（ばく露状況で補正

：0.03 ppm (0.21 mg/m
3
)）とする。 

・ラットの F0 世代に 0、0.02、0.079、0.29 ppm を交尾前 10 週間（6 時間/日、5 日/週）及び雄に

は仔の出生まで（6 時間/日）、雌には哺育期間まで（6 時間/日）吸入させ、F1 世代にも同じ

手順で吸入させた試験の結果、F0 世代では 0.079 ppm 以上の群の雌雄で鼻炎の発生率の増加、

0.29 ppm 群の雌雄で気道上皮の過形成や形成異常の発生率の増加を認め、F1 世代では 0.02 

ppm 以上の群の雄及び 0.079 ppm 以上の群の雌で鼻炎の発生率の増加、0.29 ppm 群の雌雄で

体重増加の抑制、雄で喉頭及び気管で粘膜下リンパ浸潤、細胞内好酸性液滴の発生率の増加

を認めたが、F0、F1 世代で生殖への影響はなかった。出生仔では、F2 世代の 0.079 ppm 以上

の群で哺育期間中の体重増加の抑制を認めた  12)
 。この結果から、父ラットの生殖毒性の

NOAEL を 0.29 ppm 以上（ばく露状況で補正：0.052 ppm (0.37 mg/m
3
)）、母ラット及び仔の

NOAEL を 0.02 ppm（ばく露状況で補正：0.0036 ppm (0.025 mg/m
3
)）とする。 

ヒ ト へ の 影 響 

・トリレンジイソシアネート類は、皮膚、気道に刺激性があり、0.05～0.1 ppm 程度で眼粘膜、

鼻粘膜、咽頭粘膜に刺激を感じる。高濃度にばく露すると、流涙、粘膜の充血、痛み、炎症

を起こし、角膜上皮浮腫による一過性視力障害、角膜炎を起こす。高濃度のトリレンジイソ

シアナート類を吸入すると、激しい乾性の咳、胸部絞扼感、呼吸困難を起こすが、肺胞レベ

ルでの障害は起きない。皮膚に直接接触すると、化学火傷、接触皮膚炎を起こす 13)。 

・本物質の製造工場の男性労働者 277 人を対象として、1973 年から 5 年間にわたり、肺機能、

個人ばく露濃度を調査し、肺機能検査を 3 回以上受けた 273 人のデータを分析した結果、喫

煙歴のない労働者についてみると、5 年間（62 ヶ月間）の累積ばく露濃度が 68.2 ppb-月超の

群（高累積ばく露群）では、累積ばく露濃度が 68.2 ppb-月以下の群（低累積ばく露群）と比

べて FEV1、FEF25-75 の年間減少量が有意に大きかった。喫煙歴のある労働者では、高累積ば

く露群と低累積ばく露群とで呼吸機能に違いはなかった 14)。なお、高累積ばく露群、低累積

ばく露群の 8 時間加重平均濃度はそれぞれ 1.9 ppb、0.9 ppb と推定された 15)。この結果から、

NOAEL を 0.9 ppb（ばく露状況で補正：0.18 ppb (0.0013 mg/m
3
)）とする。 

・2 つのポリウレタンフォーム製造工場の労働者 435 人を対象として、1983 年から 1987 年まで

肺機能、呼吸器疾患、個人ばく露濃度の調査を行い、肺機能検査を 3 回以上行った 227 人（男

性 181 人、女性 46 人）のデータを分析した結果、FEV1 等の年間減少量と累積ばく露濃度、

ばく露期間、喫煙歴の有無との間に関連はなかった。呼吸器疾患については、年齢、喫煙歴、

性別を調整してデータ分析した結果、慢性気管支炎の発生率の累積ばくろ濃度に依存した増

加を認めた。なお、労働者は本物質以外に複数の化学物質にばく露していた 16)。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：2B 
17)

 

動物実験では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない

ため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。 

 

 



 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH －  

 日本産業衛生学会 18)
 

トルエンジイソシアネート類として 

許容濃度 0.005 ppm（0.035 mg/m
3） 

最大許容濃度 0.02 ppm（0.14 mg/m
3） 

 

 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 23 mg/kg/day（体重

増加の抑制など）を採用し、ばく露状況で補正して 16 mg/kg/day とし、LOAEL であることから

10 で除した 1.6 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 

吸入ばく露については、ヒトの知見から得られた NOAEL 0.9 ppb（肺機能の低下）を採用し、

ばく露状況で補正した 0.18 ppb（0.0013 mg/m
3）を暫定無毒性量等に設定する。 
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